
～ ２０２５年　３月　１０日

（対象者数） ２４人 （回答者数） ２２人

～ ２０２５年　２月　１０日

（対象者数） ７人 （回答者数） ７人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

全ての職員が相談等に応じられるようにスキルを上げてい

く。

2

共同制作の作品を毎年展覧会に出展しているので、制作意欲

の向上や地域交流の一環として今後も続けていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

改善に向けて、現在適する資格者を探している。

2

交流を持って頂けるよう、今以上に地域の学校に向けて発信

をしていきたい。

3

○事業所名 児童デイサービス　ひなたぼっこ桃山台

○保護者評価実施期間
２０２５年　２月　１日

○保護者評価有効回答数

２０２５年　１月　１５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２５年　３月　２０日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

第三者による外部評価を現在行えていない

近隣の学校等と子ども達が交流する機会が少ない。 支援や交流の機会を提案しても、拒まれるケースがある。

ご家族に対して、お子様の悩み事等にも支援が行えるように保

護者向けの研修会や個別懇談を設け、気軽に職員と話し合いが

できる環境を整えている。

お伺いした相談内容についてはお電話や懇談等で真摯に応対し

ている。

共同制作に力を入れており、毎月の壁画では季節を感じられる

ようなデザインを施し、地域の方々からも好評を得ている。

職員が考えたデザイン案だけでなく、利用者からの意見も取り

入れる等、皆で協力して一つの作品が仕上がるように意識して

いる。

幅広い利用者が在籍しており、活動では互いに助け合う姿が見

られる等、自然と優しさや豊かな心を育む支援を心掛けてい

る。

皆で協力して野菜を栽培する等、「一から育てる」楽しさを味

わって頂けるような機会を設けている。

事業所における自己評価総括表公表


